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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
で
支
え
合
い
活
動
を
進
め
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
県
民
の
皆
さ
ま
、
相
談

支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
携
わ
る
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
や
新
た
な
工
夫
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
国
は
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、
包
括
的

な
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
は

三
年
以
上
が
経
過
し
、
社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
等

の
課
題
が
顕
在
化
・
深
刻
化
し
ま
し
た
。

複
合
的
な
生
活
課
題
、
制
度
の
狭
間
の
課
題
等

を
抱
え
、
相
談
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
世
帯
の
暮
ら

し
を
い
か
に
支
え
る
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
中
、
県
社
協
で
は
、
こ
の
１
月
よ
り
償

還
が
始
ま
る
生
活
福
祉
資
金
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

特
例
貸
付
に
か
か
る
相
談
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
で

生
活
困
窮
状
態
等
に
あ
る
世
帯
へ
の
市
区
町
社
協
の

相
談
体
制
強
化
と
、「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」
の

取
り
組
み
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
目
指
し
て
、

「
ほ
っ
と
か
へ
ん
」
を
合
い
言
葉
に
、
各
市
区
町
の

社
協
と
社
会
福
祉
法
人
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る

相
談
支
援
・
生
活
支
援
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
一
年

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

中
期
計
画
の
基
本
目
標
「
つ
な
が
り
で
笑
顔
輝

く　
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
べ
く
、
福
祉

人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
や
大
規
模
災
害
時
の
支

援
体
制
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

“
ほ
っ
と
か
へ
ん
”
を
合
い
言
葉
に

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

入
江 

武
信

年
頭
所
感

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
一
同

会
　
長

入
江 

武
信

副
会
長

阿
部 

昌
弘

　
（
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

谷
村 

誠

　
（
兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
会
長
）

玉
田 

敏
郎

　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
）

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

尾
山 

健
司

理
　
事

松
原 

一
郎

　
（
尼
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
）

藤
本 

博
敏

　
（
稲
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

秋
武 

賢
是

　
（
宍
粟
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

中
川 

茂

　
（
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
）

田
口 

勝
彦

　
（
丹
波
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
り
を
見

せ
て
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
と
教
訓
を
活
か
し
な
が
ら
、
感
染
防
止
対
策
と
社

会
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
入
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、
混
迷
す
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
を
背
景
に
し
た
物
価
高
騰
や
円

安
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
の
大
き
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

受
身
に
な
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
挑
戦
を
起
こ
す
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。令
和
五
年
は「
躍

動
す
る
兵
庫
」
の
実
現
に
向
け
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
新
た
な
産
業
活
力
の
創
出
で
す
。

中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
持
っ
て
い
る
既
存

の
技
術
と
地
域
課
題
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
広
げ
、
新

た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
ま
す
。
ま
た
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
中
小
企
業
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
の
支
援
強
化
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
に
向

け
た
取
組
を
加
速
さ
せ
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
や
空
飛
ぶ

ク
ル
マ
な
ど
の
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
社
会
実
装
に

も
挑
み
ま
す
。

ま
た
、
兵
庫
が
関
西
と
瀬
戸
内
の
結
節
点
に
あ

る
と
い
う
好
立
地
を
活
か
し
、
両
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ

大
交
流
圏
の
形
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
大
阪
・
関
西
万

博
が
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
五
年
に
は
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
県
内
各
地
を
パ

ビ
リ
オ
ン
に
見
立
て
て
誘
客
す
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
パ

ビ
リ
オ
ン
」
を
核
に
、
関
西
圏
域
と
は
万
博
に
関
連

し
た
連
携
事
業
を
、
瀬
戸
内
圏
域
と
は
芸
術
・
文
化

等
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
携
事
業
を
行
え
る
よ
う
、
着

実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
学
び
の
場
も
充
実
さ
せ
ま
す
。
県
立
高

校
等
に
お
い
て
、
魅
力･

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
こ
と
に
加
え
、
生
徒

フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
で
、
老
朽
化
が
進
む
学
校
の
施

設
・
設
備
や
部
活
動
の
用
具
・
備
品
等
を
改
善
し
ま

す
。中
高
生
か
ら
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ（
起

業
家
精
神
）
教
育
も
推
進
し
、
課
題
解
決
に
主
体
的

に
取
り
組
む
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

県
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
今
年
も
も
っ
と
も

大
切
に
す
る
姿
勢
は
、
現
場
主
義
の
徹
底
と
対
話
の

重
視
で
す
。
私
自
身
、
引
き
続
き
積
極
的
に
県
内
各

地
域
に
足
を
運
び
、
医
療
や
交
通
、
観
光
、
教
育
な

ど
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
県
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
を

し
、
施
策
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

躍
動
す
る
兵
庫
、
新
時
代
へ
の
挑
戦

兵
庫
県
知
事

伊
達 

惠
一

　
（
兵
庫
県
保
育
協
会
会
長
）

伊
富
貴 

幸
廣

　
（
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
会
長
）

黒
川 

恭
眞

　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
施
設
部
会
部
会
長
）

西
田 

勉

　
（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
勤
理
事
）

木
村 

佳
史

　
（
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
理
事
長
）

中
川 

寿
子

　
（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
常
務
理
事
）

片
山 

安
孝

　
（
兵
庫
県
副
知
事
）

小
西 

康
生

　
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

松
端 

克
文

　
（
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
）

三
宅 

由
佳

　
（
税
理
士
）

監
　
事

村
山 

興
治

　
（
猪
名
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

古
川 

勝

　
（
兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会
政
策
委
員
）

松
山 

康
二

　
（
公
認
会
計
士
）
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　新型コロナウイルス感染症が蔓延する中で災
害が発生した場合、被災した人々への支援をど
う展開すればよいのか。感染症の発生から三年
が経つ現在も、難しい課題であり、災害ボランティ
アにも戸惑いが広がっています。
　このようなことから今号では、ウィズコロナ
時代における災害ボランティアを含む災害支援
活動について、現状や課題など直近の事例も参
考に考えます。

写真上から
災害ボランテイアセンター設置・運営訓練でのオリエンテーションの様子

訓練では、段ボールベッドの組み立ても体験
（上２枚は明石市社協提供）

災害の発生後、迅速に開かれた市町社協オンライン情報共有会議の様子
災害ボランテイアセンターでは、タブレットを活用して今後の支援について検討

（下２枚の画像は静岡県社協提供）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に

お
け
る
災
害
支
援
活
動

特集特集
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SPECIAL EDITION

コ
ロ
ナ
禍
で
の　
　
　
　
　

災
害
支
援
活
動

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
多
く
の
災
害
を
経
験

し
社
会
に
定
着
し
て
き
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
行

政
、
社
協
、
N
P
O
な
ど
の
支
援
機
関
・
団
体
は
、

被
災
者
へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
の
か
、

明
確
な
解
答
は
見
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。被
災
し
て
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
こ
と
は
理
解
し
つ
つ
も
、
多
く
の

人
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
赴
け
ば
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
リ
ス
ク
も
高

ま
る
た
め
、
被
災
地
で
の
活
動
を
慎
む
べ
き
と
い
う

議
論
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
全
国
の
被
災

地
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
国
か
ら
駆
け
つ

け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
遠
隔
地
か
ら
は
物
資
な
ど
の
支
援

が
行
わ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
活

動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
災
地
で
活

動
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な

く
、復
旧
・
復
興
へ
の
大
き
な
遅
れ
の
原
因
と
も
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
こ
か
ら
は
県
内
外
か
ら

二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
、
災
害
支
援
活
動
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

事
例
①
　
住
民
と
共
に
進
め
る
　
　
　
　
　
　

平
時
か
ら
の
取
り
組
み
（
明
石
市
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
の
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る

明
石
市
に
お
い
て
、
発
災
時
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
災
害
V
C
」）
を
運
営
す
る

明
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
改
訂
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症

対
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
被
災
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
受
け
入
れ
る
際
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
に
も
重

点
が
置
か
れ
、
活
動
者
の
検
温
や
消
毒
の
実
施
、
密

の
回
避
を
念
頭
に
相
談
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
こ

と
な
ど
、
災
害
V
C
で
の
感
染
予
防
対
策
や
、
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
行
政
（
保
健
所
）

と
連
携
し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
を
懸
念
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
た
め
ら
っ

た
り
、
被
災
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
を
た
め
ら

う
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

た
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
、
市
社
協
と
し
て
も
ま
ず
は
地
域
住
民
に
知
っ

て
も
ら
い
、
災
害
時
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、同
年
11
月
に
は
、市
、市
社
協
、障
害
当
事
者
、

各
自
治
会
・
町
内
会
よ
り
、
2
0
0
名
を
超
え
る
参

加
の
も
と
、
市
主
催
で
災
害
時
の
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
を
実
施
し
、
女
性
・
障
害
者
・
高
齢
者
・
乳

幼
児
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
へ
の
配
慮
を
含
め
た
地
域

防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
訓
練
で
は
被
災
者

が
避
難
所
に
到
着
し
て
か
ら
居
住
区
に
割
り
当
て
ら

れ
る
ま
で
の
流
れ
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て

を
体
験
し
、
非
常
食
の
試
食
、
障
害
の
あ
る
方
と
の

避
難
所
で
の
生
活
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

被
災
者
が
安
心
し
て
快
適
に
避
難
所
で
過
ご
す
た
め

に
「
避
難
所
運
営
で
何
を
す
べ
き
か
」
を
多
く
の
住

民
と
考
え
、
共
有
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、災
害
V
C
の
設
置
場
所
は
、

３
密
を
回
避
す
る
た
め
広
い
場
所
が
必
要
で
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
便
性
な
ど
を
考
え
る
と
、
市
内

で
も
場
所
が
限
ら
れ
ま
す
。
避
難
所
づ
く
り
で
も
、

感
染
症
対
策
の
た
め
収
容
で
き
る
人
数
も
従
前
よ
り

も
限
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、
災
害

が
起
こ
る
前
に
、
行
政
や
関
係
機
関
な
ど
と
調
整
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
、
検
討
が
急
が
れ
ま
す
。

市
社
協
で
は
今
後
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
平
時
か
ら
の
情
報
共
有

を
図
り
、
災
害
時
に
緊
密
な
連
携
の
も
と
被
害
者
支

援
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
被
災
者
を
支
援
す
る
必

要
性
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
援
内
容
や
方
法

を
工
夫
し
な
が
ら
、
被
災
者
の
目
線
に
立
っ
た
支
援

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

コロナ禍も踏まえて改
訂を行った明石市災害
VC運営マニュアル

（明石市社協）
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事
例
②　
I
C
T
を
活
用
し
た
　
　
　
　
　
　
　

被
災
者
（
被
災
地
）
支
援
（
静
岡
県
）

令
和
４
年
９
月
の
台
風
15
号
で
は
、
静
岡
県
内
全

域
は
猛
烈
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
、
河
川
氾
濫
、
土
砂
災

害
、
大
規
模
断
水
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

床
上
浸
水
は
県
全
域
で
5
，7
0
5
戸
、
全
壊
・
半

壊
家
屋
が
多
数
発
生
し
、
県
下
35
市
町
の
う
ち
、
23

市
町
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
前
年
（
令

和
３
年
）
に
発
生
し
た
静
岡
県
東
部
豪
雨
災
害
で
の

災
害
対
応
の
経
験
を
生
か
し
、
県
内
の
被
害
状
況
の

把
握
、
市
・
町
社
協
の
災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
支

援
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
円
滑
に
初
動
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
症
拡
大
を
防
ぐ
観
点
か
ら
人
と
の
接

触
を
で
き
る
限
り
避
け
る
た
め
、
前
年
の
豪
雨
災
害

の
経
験
も
生
か
し
、
予
め
I
C
T
を
活
用
し
て
災

害
V
C
の
運
営
改
善
を
図
り
ま
し
た
。
今
回
の
台

風
15
号
で
は
、
I
C
T
導
入
が
さ
ま
ざ
ま
な
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
【
図
表
１
】。

こ
う
し
た
改
善
は
、業
務
の
効
率
化
、運
営
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
軽
減
、
情
報
共
有
の
強
化
な
ど
の
効
果
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
改
善
で
生
み
出
さ
れ
た
時
間

を
、
被
災
地
に
赴
い
て
状
況
を
直
接
把
握
す
る
時
間

に
充
て
た
り
、
被
災
地
の
市
町
社
協
に
寄
り
添
っ
た

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
多
数
の
住
宅
が
浸
水
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
た
め
、
床
下
の
乾
燥
や
消
毒
な
ど
、
専
門
知

識
を
要
す
る
特
殊
な
技
術
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
県
社
協
を
中
心
に
関
係
団
体
と
協
議
、
調

整
し
、
県
外
か
ら
の
技
術
系
N
P
O
団
体
な
ど
を

受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
、
団
体
の
受
付
や
活
動
場
所

の
調
整
な
ど
は
、
前
年
度
の
豪
雨
災
害
で
連
携
体
制

を
構
築
し
た
N
G
O
団
体
「
災
害
N
G
O
結ゆ

い
」
に

任
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
動
き
を
、
県
社
協
福
祉
企
画
部
の

西
村
慎
言
部
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
基

本
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
多
く
の
人
と
知

己
を
持
ち
、
各
機
関
・
団
体
の
職
員
と
い
う
立
場
を

越
え
た
信
頼
関
係
を
築
き
、
よ
り
良
い
支
援
を
行
う

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
ま

た
、「
直
接
、
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
機
会
は
減
り
ま

し
た
が
、
災
害
V
C
の
体
制
整
備
に
向
け
て
、
人

と
の
つ
な
が
り
や
、
被
災
者
（
被
災
地
）
主
体
と
い

う
災
害
V
C
の
原
点
を
忘
れ
ず
、
I
C
T
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
平
時
か
ら
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
災
害
支
援
活
動
に
つ
い
て

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

災
害
支
援
活
動
の　
　
　
　

こ
れ
か
ら

こ
こ
ま
で
の
事
例
で
共
通
す
る
こ
と
の
一
つ
目
は
、

災
害
V
C
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
や
I
C
T
の

活
用
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
念
頭
に
、
環
境
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
被
災
者
（
被
災
地
）
主
体
で
、
被
災
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
困
り
ご
と
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
支

援
を
行
い
、速
や
か
に
復
旧・復
興
を
進
め
る
た
め
に
、

地
域
内
で
行
政
、
社
協
、
N
P
O
な
ど
の
関
係
団

体
の
連
携
を
普
段
か
ら
重
視
し
て
い
る
点
も
、
共
通

点
と
し
て
見
え
て
き
ま
す
。

１ オンライン（Zoomなど）の活用により、発災当日に
各市町社協や関係機関との情報共有会議を開催。情
報の共有や交換が迅速かつ容易に行なえた

２ Webで災害ボランティアの事前登録ができるシス
テムを導入。災害ＶＣの受付事務の省力化、参加予
定人数に応じた資機材の準備など、災害ＶＣ運営の
効率化と省力化につながった

３ 県と各市町の災害VCのホームページを、県社協と
市町社協が共同で管理。誰もが更新作業ができる統
一したシステムを導入し、情報発信・共有の効率化
と強化が図られた

【図表１】ICTが災害ボランティアセンターの運営に
もたらした効果

令和４年台風15号での静岡市災害
ボランティア活動
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SPECIAL EDITION

連
携
の
重
要
性
を
表
す
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
、
被

災
地
で
は
、
行
政
、
社
協
、
災
害
支
援
に
あ
た
る

N
P
O
を
中
心
に
被
災
者
支
援
の
ヌ
ケ
・
ム
ラ
・

モ
レ
な
ど
を
無
く
す
た
め
の
「
情
報
共
有
会
議
」

を
設
け
る
こ
と
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
令
和
２
年
７
月
の
熊
本
豪
雨
で
は
、
熊
本
市
の

N
P
O
「
く
ま
も
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
、「
K
V
O
A
D
」）
が
開
く
情

報
共
有
会
議
「
火
の
国
会
議
」
が
、
災
害
支
援
関
係

者
の
間
で
改
め
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
議
は
、

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
後
に
始
ま
り
、
物
資
の
提
供

や
支
援
活
動
に
関
す
る
情
報
を
各
団
体
が
持
ち
寄
り
、

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
４

年
を
経
て
も
定
期
的
に
会
合
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
、

豪
雨
災
害
へ
の
備
え
に
な
っ
た
の
で
す
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
情
報
共
有
会
議
が
各
地
で
開
か
れ
、
平
時

か
ら
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
全
国
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
団
体
を
受
け
入
れ
る
べ
き

か
と
い
う
新
た
な
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
難
し
い
判
断
が
伴
い
ま
す
が
、
熊
本
豪
雨
で
は

K
V
O
A
D
が
調
整
し
、
災
害
支
援
の
全
国
団
体
※
１

が
示
し
た
指
針
も
参
考
に
県
内
に
限
定
す
る
方
針
へ

の
協
力
を
広
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。
一
方
で
、
土
砂

の
撤
去
や
家
屋
修
理
な
ど
、
不
足
す
る
専
門
的
な
要

員
に
つ
い
て
も
K
V
O
A
D
が
関
わ
り
、
一
部
の

被
災
自
治
体
が
県
外
の
団
体
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

そ
の
調
整
や
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
状
況
に
応
じ
た
細
や
か
な
支
援
の

背
景
に
は
、
各
機
関
・
団
体
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動
制
限
で
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
は
防
げ
て
も
、
水
害
な
ど
の
場
合
、
泥
出
し

の
遅
れ
が
別
の
感
染
症
を
招
く
な
ど
、
被
災
者
の
苦

し
み
を
増
長
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク
を
過
大
に
も
過
少

に
も
評
価
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
つ
つ
も
、
被

災
者
の
命
を
守
り
、
助
け
る
こ
と
が
何
よ
り
優
先
さ

れ
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関

係
や
、
担
当
者
同
士
の
生
き
た
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

※
１　
全
社
協
及
び
認
定
N
P
O
法
人 

全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
J
V
O
A
D
）

基
本
は
地
域
内
の　
　
　
　

支
え
合
い
の
取
り
組
み
で

災
害
支
援
活
動
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で

は
担
え
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

を
借
り
つ
つ
も
、
元
来
よ
り
地
域
に
あ
る
共
助
が
機

能
す
る
こ
と
が
復
興
へ
の
力
に
な
り
ま
す
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
被
災
地
に
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
の
こ
と
が
、

普
段
は
地
域
活
動
に
あ
ま
り
関
わ
ら
な
か
っ
た
人
た

ち
が
立
ち
上
が
る
契
機
に
な
る
な
ど
、
住
民
間
の
支

え
合
い
を
促
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
他
府
県
か
ら
の
力
を
借
り
ず
、
被
災
地
に
限
定

し
た
支
え
合
い
だ
け
で
は
、
長
期
化
す
る
片
付
け
な

ど
で
被
災
者
は
疲
弊
し
、
復
興
を
諦
め
か
ね
な
い
と

い
う
点
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
被
災
者
支
援
を
止
め
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
心
し
て
活
動

し
、
被
災
者
も
安
心
し
て
活
動
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

体
制
を
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
関
係
団
体
の

連
携
で
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
関
係
団

体
間
の
つ
な
が
り
と
同
様
に
、
住
民
同
士
も
普
段
か

ら
地
域
で
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

住
民
が
積
極
的
に
災
害
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
話
し

合
え
る
場
を
地
域
に
つ
く
る
こ
と
も
、
平
時
か
ら
の

確
か
な
備
え
と
な
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

平時からの連携体制を確立する重要性を確認した、
ひょうごボランタリープラザの連携訓練
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み
ん
な
が
集
ま
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

買
い
物
帰
り
の
人
や
農
作
業
を
す
る

人
が
お
茶
を
飲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
だ
り
、小
学
生
が
宿
題
を
し
た
り
。

住
民
が
思
い
思
い
に
過
ご
せ
る
場
所
が

ス
ー
パ
ー
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

住
民
自
身
の
手
で
運
営
す
る
、
こ
の

ス
ー
パ
ー
「
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

は
、
食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
だ
け

を
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
週

に
２
日
運
行
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
送
迎

車
は
、
運
転
手
が
診
療
所
へ
の
送
迎
も

行
い
な
が
ら
地
区
の
様
子
を
見
守
る
大

切
な
機
会
で
す
。
ま
た
、
駐
車
場
は
Ｊ

Ａ
の
移
動
金
融
店
舗
車
や
町
内
各
地
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所
に
も

な
っ
て
い
て
、
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

住
民
自
身
が
運
営
す
る
か
ら
こ
そ
、

必
要
な
も
の
を
話
し
合
っ
て
生
み
出
し
、

観
光
客
や
地
区
外
の
人
と
の
交
流
、
さ

ら
に
は
見
守
り
あ
い
の
拠
点
と
も
な
る

な
ど
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
地
区
に
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
た
め
に
・
地
区
の
た
め
に

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
前
身
の

ス
ー
パ
ー
は
、
平
成
19
年
ま
で
は
Ｊ
Ａ

が
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
事
業
と
合
わ
せ
て
撤
退
の
話

が
あ
が
り
ま
し
た
。
地
区
唯
一
の
買
い

物
先
と
、
移
動
手
段
で
あ
る
車
の
燃
料

の
確
保
を
と
、
各
集
落
か
ら
メ
ン
バ
ー

を
選
出
し
た
「
長
谷
地
区
の
振
興
を
考

え
る
会
」（
以
下
、「
考
え
る
会
」）
で

話
し
合
い
、
全
戸
出
資
で
株
式
会
社
長

谷
を
立
ち
上
げ
、
町
や
Ｊ
Ａ
の
協
力
も

得
て
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
運
営
の
安
定
が
、
会

社
の
安
定
、
ひ
い
て
は
住
民
の
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
９
つ
の
集
落
が
順
番
に
開
催
す
る

「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
や
四
季
折
々
の
イ

ベ
ン
ト
を
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
行

い
、
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
動
で
人
が
集
ま

り
、
地
区
に
収
益
を
も
た
ら
す
仕
掛
け

づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い

喫
茶
に
は
多
い
時
は
1
5
0
も
の
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
生
活
は
自
分
た
ち
で

守
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
今
後
も
高
齢

者
が
出
か
け
ら
れ
る
場
を
つ
く
り
、
見

守
り
あ
っ
て
暮
ら
し
た
い
」
と
、
考
え

る
会
会
長
で
会
社
の
代
表
も
務
め
る
立た

て

垣が
き
昇の
ぼ
るさ
ん
は
語
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
部

会
や
農
産
部
会
な
ど
に
分
か
れ
て
活
動

を
行
い
、
地
区
の
気
に
な
る
こ
と
を
毎

月
話
し
合
う
考
え
る
会
。
こ
れ
か
ら
も

地
区
と
そ
こ
で
の
生
活
を
守
り
た
い
と

い
う
思
い
を
原
動
力
に
、
住
民
の
話
し

合
い
と
努
力
が
続
き
ま
す
。

取材を終えて
JRのダイヤ改正で、地元の長谷駅への停車が
減る危機があった際、住民で駅の利用を増やし、
必要性をアピールして回避をしたそうです。今
でも毎月13日の記念日に、みんなで電車に乗る
イベントを実施するなど、ここにも地区の結束
力と地域愛を感じました。

○長谷地区の振興を考える会「Hase Fun」
ホームページ ▲ �https://hase.fun/

笑顔輝く
共生のまちづくり

“笑顔”と“共生のまちづくり”につながる実践をレポート

兵庫県の真ん中に位置する神河町の山奥、ススキ
の名所、砥

との

峰
みね

高原の麓にある人口690人・高齢化
率48.9％の長

は

谷
せ

地区。10～70世帯からなる９つ
の集落が力を合わせて株式会社を設立し、スーパー
マーケットやガソリンスタンドを運営しています。
※神河町全域の高齢化率は37.9％

自
分
た
ち
で

つ
く
り
、
守
る

集
落
の
暮
ら
し

コロナ禍を乗り越えて、久しぶりに
実施したイベントの一つ「ほたる祭り」。
イベントは地域を元気にします

ふれあいマーケットで開催する「ふれ
あい喫茶」は、地域の人が交流できる
場所です
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住民自らがつくる「防災カフェ」の活動
開始から数年間、防災カフェは年１回市域で行

われていましたが、市内でも地域によって防災へ
の意識に差があり、旧町域では各地で独自の活動
が広がりました。沿岸部に接して防災意識の高い
旧南淡町域では、小学校区や自治会で防災マップ
づくりに取り組んでいます。

また、防災カフェが10年以上続く旧緑町域では、
「災害についての学習会がしたい」という声があ
がりました。そこで地域の住民代表者などが企画
して、県内外の災害時対応をグループワークで振
り返るなどの学習会が行われてきました。コロナ
禍でも「学びだけは深めよう」という話し合いの
もと、感染症対策に配慮しながら学習会が継続さ
れています。

地域の話し合いを生かす「支え合い（防災）
マップづくり」の広がり
旧三原町域では、例年行われている地域福祉フォー

ラムにおいて、積極的に防災活動を行う地域がモ
デルとして発表する機会がありました。これを契
機に「自分たちでも防災について考えてみたい」
という住民が増え、自分たちの地域で実際に行わ
れている活動、やってみたい活動、地域の気にな
る住民のことなどを話し合うようになりました。

他の地域でもこうした話し合いが小さなエリア
で広まるにつれて、話し合いをもとにした「支え
合い（防災）マップ」づくりも広がりを見せてい
ます。旧西淡町域では防災マップづくりの研修会
が行われ、今年度もマップを更新しています。普
段の地域の様子を反映した支え合い（防災）マッ
プは、要援護者の日常的な見守り活動にも役立つ
ほか、生きた個別避難計画につながるとして、市
も注目しています。

市社協のコミュニティワーカーである長
なが

井
い

陽
よう

一
いち

さんは「日頃の地域での話し合いなくして、防災
活動は成り立ちません。これを小地域で取り組む
重要性をますます実感しているので、防災をきっ
かけに住民同士が語り合う機会を増やし、共に支
え合うまちづくりにつなげていきたいです」と語っ
てくれました。

防災をきっかけに、住民と歩む支え合いのまちづくり
南あわじ市社協は、災害救援マニュアルの作成時の「防災について自然と語り合えるまちを住民と

共につくりたい」という思いから、平成20年に防災カフェを始めました。「お茶を飲みながら語り合
える場」をコンセプトに、住民による地域の語り合いの場づくりを進め、地域の支え合い活動につな
がることを目指しています。

南あわじ市社協

取材を
終えて

防災を切り口とした住民同士での話し
合いの場が、日頃の支え合いへ目を向
ける機会となり、主体的な活動につな
がっているのだと気づかされました。

今回、紹介するのは

南あわじ市社会福祉協議会
☎0799-44-3007

住民全員が
避難するための

防災マップづくりに
取り組む

自分たちの
学びたいテーマを

話し合う、防災カフェの
企画会議

住民が話し合いの場の
大切さに気づく
きっかけをつくる

活動のポイント
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新
温
泉
町
に
お
け
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

新
温
泉
町
に
は
約
1
，1
0
0
名
の

障
害
を
持
つ
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、

町
内
で
利
用
で
き
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
、
日
中
活
動
と
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

の
み
で
す
。
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
住

民
が
利
用
す
る
に
は
近
隣
市
町
へ
送
迎

す
る
必
要
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
障
害
者
と
生
活
を
共
に
す
る
家

族
が
、
介
護
か
ら
一
時
的
に
離
れ
て
休

息
を
取
る
時
な
ど
に
、
障
害
者
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
短
期
入
所
が
町
内
に

あ
れ
ば
と
い
う
声
が
、
住
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
短
期
入
所
を
利
用

す
る
に
は
、
送
迎
に
片
道
１
時
間
以
上

か
か
る
町
外
に
行
く
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。

町
役
場
で
も
、
町
内
に
短
期
入
所
が

な
い
状
況
を
大
き
な
課
題
と
感
じ
て
お

り
、
以
前
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
の
障
害
者
の
短
期
入
所
の
受
け
入
れ

に
向
け
て
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
法
人
単
独
で
受
け
入
れ
準
備
を
行
う

の
は
難
し
く
、
時
間
を
要
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
30
年

度
、
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
が
設
立
さ

れ
、
法
人
同
士
が
連
携
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、
令
和
2
年
度
の
、

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
会
議
に
お
い

て
、
町
内
の
障
害
者
の
生
活
課
題
が
共

有
さ
れ
ま
し
た
。

町
全
体
の
福
祉
の
充
実
に
向
け
た

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
ま
ず

は
障
害
を
持
つ
方
々
の
生
活
実
態
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、同
年
11
月
、

町
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

５
ヶ
所
を
全
て
を
訪
問
す
る
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
高
齢
者
施
設
の
施
設

長
や
相
談
員
な
ど
７
名
が
参
加
し
、
利

用
者
や
職
員
の
生
の
声
を
聞
く
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

実
現
に
向
け
た
大
き
な
課
題
が
「
施

設
の
体
制
構
築
と
職
員
の
理
解
の
浸
透
」

で
す
。あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

夜
間
帯
は
1
フ
ロ
ア
を
職
員
一
人
で
利

用
者
へ
対
応
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ

る
方
が
落
ち
着
か
な
い
状
態
に
な
っ
た

時
、
一
人
で
対
応
で
き
る
の
か
漠
然
と

し
た
不
安
を
感
じ
る
職
員
も
多
く
い
ま

す
。
今
後
は
、
障
害
者
の
短
期
入
所
を

行
う
町
外
の
施
設
へ
の
視
察
や
、
障
害

者
の
特
性
を
理
解
す
る
た
め
の
職
員
教

育
を
通
し
て
、
必
要
な
体
制
整
備
や
障

害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
予
定
で
す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
堀
本
章
治

代
表
は
「
新
温
泉
町
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
障
害
者
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
、
町
全
体
の

福
祉
を
更
に
充
実
さ
せ
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

住
民
の
困
り
ご
と
に
向
き
合
い
、
障

害
者
が
抱
え
る
生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
て
連
携
し
て
取
り
組
む
、
ほ
っ
と
か

へ
ん
ネ
ッ
ト
の
活
動
に
期
待
で
す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
新
温
泉

事
務
局：

�

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
７
９
６−

９
２−

１
８
６
６

新温泉町社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネット新温泉）

特養での障害者の短期入所受け入れに向けた取り組み
平成31年3月に設立した「新温泉町社会福祉法人連絡協議会（以下、ほっとかへんネッ

ト）」は町内の高齢分野の法人と社協の4法人が参画して活動しています。
今回は、障害者が抱える生活課題の解決に向けた取り組みを紹介します。

法人同士が知識を出し合いながら活動を展開していきます

見学会では利用者の

日常に触れることで

障害福祉サービスの

重要性を実感
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政
策
提
言
活
動
の
充
実
に
　
　

向
け
地
域
共
生
社
会
の
　
　
理

念
を
確
認

11
月
25
日
、県
社
協
政
策
委
員
会
は
、

社
協
や
社
会
福
祉
法
人
、
職
能
団
体
の

役
職
員
な
ど
77
名
の
参
加
を
得
て
、「
令

和
４
年
度
社
会
福
祉
情
勢
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
福
祉
を
取
り

巻
く
最
新
の
動
向
を
学
び
、
県
内
の
政

策
提
言
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉

学
部
教
授
の
原
田
正
樹
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
～
つ
な
が
り
の
再
構
築
の
た
め
の
政

策
提
言
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
背
景
に
あ
る

社
会
構
造
の
変
化
が
解
説
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
で
深
刻
化
し
た
社
会
的
孤
立
を
念

頭
に
、「
つ
な
が
り
、つ
な
ぐ
支
援
」「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
」
な
ど
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
支
え
る
・
支
え
ら
れ
る
と
い

う
援
助
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
支
え

合
う
地
域
で
あ
る「
ケ
ア
リ
ン
グ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
見
据
え
、
住
民
が
参
加
し
、

役
割
が
発
揮
で
き
る
豊
か
な
場
を
つ
く

り
な
が
ら
「
権
利
と
し
て
の
地
域
共
生

社
会
」
を
目
指
す
重
要
性
も
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

私
た
ち
福
祉
関
係
者
に
は
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
な
ど
昨
今
の
新
た

な
事
業
の
進
め
方
や
手
法
の
み
な
ら
ず
、

基
盤
に
あ
る
地
域
共
生
社
会
の
理
念
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
必
要
な
実
践
を
協

働
で
進
め
、
そ
こ
で
の
課
題
を
政
策
提

言
に
反
映
さ
せ
る
役
割
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
学
び
を
生
か

し
、
県
社
協
は
政
策
委
員
会
の
会
員
と

共
に
政
策
提
言
の
充
実
に
向
け
て
取
り

組
み
を
続
け
ま
す
。

寄
付
・
寄
贈
の
お
礼

今
号
で
は
、
昨
年
の
11
月
以
降
に
温

か
な
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
企
業・

団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会

■
一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会

兵
庫
県
協
会
様

兵
庫
県
協
会
様
よ
り
、
県
内
市

町
社
協
に
福
祉
巡
回
車
と
車
い

す
の
寄
贈

■
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ

■
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
様

ン
グ
ス
様
な
ら
び
に
ク
ラ
シ
エ

ク
ラ
シ
エ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

様様
よ
り
、
県
内
市
町
社
協
に
車

い
す
の
寄
贈

■
一
般
財
団
法
人
近
畿
陸
運
協
会

■
一
般
財
団
法
人
近
畿
陸
運
協
会

様様
な
ら
び
に
株
式
会
社
キ
リ
ッ

株
式
会
社
キ
リ
ッ

ク
様
ク
様
よ
り
、
県
社
協
に
寄
付

■
関
西
遊
技
機
商
業
協
同
組
合
様

■
関
西
遊
技
機
商
業
協
同
組
合
様

よ
り
、
県
内
市
町
社
協
に
車
い

す
の
寄
贈

■
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建

■
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
様

物
取
引
業
協
会
様
よ
り
、
県
社

協
に
寄
付

温
か
な
善
意
に
対
し
、
こ
こ
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

県社協TOPICS

共
同
募
金
運
動
は
３
月
ま
で

展
開
し
て
い
ま
す
！

県
共
同
募
金
会
で
は
、
毎
年
1
月
か

ら
3
月
を
運
動
拡
大
期
間
と
し
、
新
た

な
手
法
に
よ
る
募
金
や
寄
付
者
の
開
拓

に
向
け
た
募
金
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

今
年
度
は
県
内
19
市
区
町
に
お
い
て
、

イ
ベ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
募
金
や

募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
特
定
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
福
祉
活
動
へ
助
成
す

る
「
テ
ー
マ
型
募
金
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

養
父
市
共
同
募
金
委
員
会
が
実
施
す

る
テ
ー
マ
型
募
金
で
は
、
屋
外
の
密
に

な
ら
な
い
集
い
場
に
置
く
ベ
ン
チ
の
設

置
を
応
援
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て

募
金
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。地域自治協議会（まちづくり協議会）のイベ

ントの一環として、ベンチの組み立てから色
塗りまで行いました

政
策
提
言
活
動
の
充
実
に

向
け
地
域
共
生
社
会
の

理
念
を
確
認

寄
付
・
寄
贈
に
つ
い
て
は
、

県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

講演では、福祉関係者への期待・エールも発信されました

11 hyogo no fukushi     2023.1-2



県社協TOPICS

●
ひ

ょ
う

ご
の

福
祉

 第
845号

　
 ●

発
行

所
／

社
会

福
祉

法
人

 兵
庫

県
社

会
福

祉
協

議
会

　
〒

651-0062　
神

戸
市

中
央

区
坂

口
通

2丁
目

1番
1号

　
TEL 078（

242）4633　
FAX 078（

242）4153
令

和
5年

1月
15日

発
行

　
 ●

発
行

人
　

入
江

 武
信

　
 ●

編
集

人
　

尾
山

 健
司

　
 ●

U
RL　

w
w

w
.hyogo-w

el.or.jp/
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度 

介
護
支
援
専
門
員

研
修
の
概
要
に
つ
い
て

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
更
新
に
必

要
と
な
る
法
定
研
修
の
受
講
申
込
期
間

等
は
左
表
の
通
り
で
す
。
詳
細
は
、
兵

庫
県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度

第
2
回
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

i
n 
H
Y
O
G
O
　
開
催

開
催
日
:令
和
5
年
3
月
4
日
︵
土
︶

場　
所
:神
戸
国
際
展
示
場
2
号
館

福
祉
の
仕
事
に
ご
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

研修名 研修日数
（研修時間） 受講申込期間 研修実施期間

更新研修Ｂ
再研修 

9日間
（54時間）

令和5年1月27日
～2月20日

令和5年4月19日
～8月31日 

専門研修Ⅰ
更新Ａ

（前期）
9日間

（57.5時間）
令和5年1月24日

～2月15日
令和5年4月24日

～8月29日

専門研修Ⅱ
更新Ａ

（後期）
6日間

（33.5時間）
令和5年7月25日

～8月16日
令和5年10月11日
～令和6年2月29日

（令和4年12月現在）

～人と企業を明るく豊かにすることを目指して～
社会福祉法人様を始めとした、一般企業様や個人事業主様における様々な法的トラブルの
解決実績を活かし、ご相談者様にとって最善の解決方法をご提案することをお約束いたし
ます。企業法務に関するご相談は、当事務所にお任せください。

月額顧問料（消費税別）
個人様：１万円～
企業様：３万円～

＊詳細は、ホームページをご覧いただくか、
当事務所までお問い合わせください。

（兵庫県弁護士会所属）代表弁護士福間則博、弁護士尾﨑悠吾
〒665-0845 宝塚市栄町2丁目2番1号ソリオ3（5階）TEL：0797-87-5606　

「共生のまちづくり」推進フォーラム
本フォーラムでは、ウィズコロナ時代を見据えた、誰も取り残さない“つながりで笑顔輝く 共

生のまちづくり”に向けて、人と人とのつながりと協働によるまちづくりを考えます。
日　時　令和５年2月17日（金）13:00～16:30
会　場　神戸市産業振興センター・ハーバーホール（神戸市中央区）
対　象　どなたでもご参加いただけます
参加費　無料
内　容　
◆記念講演　 人と人とがつながり、協働するまちづくり

講 師　山崎　亮　氏　（studio-L代表、関西学院大学建築学部教授、
コミュニティデザイナー）

◆パネルディスカッション　
“ほっとかへん”を合言葉にした、共生のまちづくり
実践報告　・南あわじ市社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット南あわじ）

代表　岡本 和浩 氏
・コープこうべ 地域活動推進部 地域連携推進 統括 足立 大 氏
・大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会
　大牟田市社会福祉協議会 総合生活支援課課長 馬場 朋文 氏

コーディネーター　武庫川女子大学教授 松端 克文 氏

詳細、申込方法は兵庫県社協のホームページ「お知らせ」をご覧ください。　　
https://www.hyogo-wel.or.jp/topics/index.php


